




















































































































































低うつ群 高うつ群 ｐ 低うつ群 高うつ群 ｐ117（100.0） 217（100.0） 1077（100.0） 849（100.0）
１ 自分との関係がよかった 103（88.0） 170（78.3） 0.04 1006（93.4） 756（89.0） <0.01
２ 何でも話すことができた 75（64.1） 115（53.0） 0.06 669（62.1） 422（49.7） <0.01
３ しつけが厳しかった 20（17.1） 49（22.6） 0.26 93（8.6） 122（14.4） <0.01
４ 困ったときは親身に助言してくれた 73（62.4） 125（57.6） 0.42 623（57.8） 455（53.6） 0.07
５ 将来の職業などを決められた 7（6.0） 25（11.5） 0.12 29（2.7） 35（4.1） 0.10
６ 学校の成績を重視していた 30（25.6） 68（31.3） 0.31 178（16.5） 179（21.1） 0.01
７ 死別した 0（0.0） 5（2.3） 0.17 8（0.7） 5（0.6） 0.78
８ 虐待を受けた 3（2.6） 8（3.7） 0.75 2（0.2） 12（1.4） <0.01
９ 過保護ではなかった 94（80.3） 159（73.3） 0.18 934（86.7） 689（81.2） <0.01



































OR 95%CI OR 95%CI
（下限値-上限値） （下限値-上限値）
１ 自分との関係がよかった
２ 何でも話すことが できた/できなかった 1.5 （1.3-1.9）





８ 虐待 受けていない/受けた 5.7 （1.3-26.2）
９ 過保護ではなかった





低うつ群 高うつ群 ｐ 低うつ群 高うつ群 ｐ117（100.0） 217（100.0） 1077（100.0） 849（100.0）
１ 自分との関係がよかった 107（91.5） 178（82.0） 0.02 1009（93.7） 759（89.4） <0.01
２ 何でも話すことができた 36（30.8） 39（18.0） 0.01 337（31.3） 186（21.9） <0.01
３ しつけが厳しかった 20（17.1） 50（23.0） 0.26 82（7.6） 95（11.2） 0.01
４ 困ったときは親身に助言してくれた 45（38.5） 60（27.6） <0.05 406（37.7） 265（31.2） <0.01
５ 将来の職業などを決められた 5（4.3） 14（6.5） 0.47 21（1.9） 17（2.0） 1.00
６ 学校の成績を重視していた 22（18.8） 47（21.7） 0.57 101（9.4） 94（11.1） 0.22
７ 死別した 3（2.6） 9（4.1） 0.55 28（2.6） 27（3.2） 0.49
８ 虐待を受けた 2（1.7） 9（4.1） 0.34 5（0.5） 9（1.1） 0.18
９ 過保護ではなかった 110（94.0） 176（81.1） <0.01 1001（92.9） 770（90.7） 0.08







































OR 95%CI OR 95%CI（下限値-上限値） （下限値-上限値）
１ 自分との関係が 良かった/良くなかった 1.5 （1.1-2.2）
２ 何でも話すことが できた/できなかった 2.1 （1.3-3.7） 1.5 （1.3-1.9）













関 係 に つ い て「The Importance of Fathers in the 
Healthy Development of Children」（Office on Child 
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